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いつもありがとうございます。住職の大山です。

現在、断捨離中です。いつかきつと使うに違いないと悪って

保管したまま何年も経過した物がなんと多い事か驚き呆れています。

あ4な事やこんな事に興味を持つた時期もあつたなぁとしみじみ

しながら、lbでお礼を言つてお別れし捨てています。過去の自分に

うなと言つたら大げさですが、
´

二か きみたちが空を飛んで行くのを

つて旅する姿が うれしくてならなかつたよ

つ 私も 余分なものを捨てれば

表 星野富弘さんの詩「たんぽぽ」)空牽とべるような気がしたよ」(1980年発表 彗

あれもこれもではなく、唯この事一つのシンプリt

大山超世の耳を澄き世Iざ

お世話になつております。副住職です。

先月は妻の祖父の 3回忌で山□県に行きました。山□県のお家は現在空き家となっており、

我々が訪れた際にも遺品整理が着長と進行している状況でした。整理の最中に妻のお父さんが

「悲しいよなぁ。死んじゃったら残つたものつて全部ゴミにしかならないんだよね」と漏らし

ていました。その時、作家の三浦綾子さんの言葉が頭をよぎりました。「一生を終えてのちに

残るのは、われわれが集めたものではない。われわれが与えたものである」と言う言葉です。

今回の法事で妻や家族からおじいさんの思い出話を沢山間<事ができました。集めてきた物

は8寺間経過と共に陳腐になってい<のは避けようがない事です。しかし、手に入れる過程には

必ず物語や日い出が残ります。残ったそれらが与えられたものであり、私たちの生き様に深く

関わっていくんだと感じました。
~5真

はおじいさんの自宅からの景色です。ベランダから瀬戸

内海を一望できる抜群のロケーションで、妻が高松にお嫁に来て<れたのはこの海を見て育っ

たからなんだろうなぁと感じました。
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